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論文内容の要 旨

う蝕の本態を解明することは，歯科領域における重要な研究課題の一つで、ある。ことに，この疾患

は現代の病理学で分類されτいる病変群のうちのどの範曙に属させるべきであるかも決定出来ないほ

ど極めて複雑，特異な病変である D それだけに本症に関しては，形態学的研究だけでなく，生化学的

な立場からも，過去幾多の学者によって，数多くの研究がなされている口それにもかかわらず，本症

の本態に関しては，未だ衆口一致の見解は確立されていないというのが現状である。そして，本症の

形態学的研究を困難にさせている一つの大きな理由は，材料が硬い組織であるからである。従って従

来の研究の多くは，主に研磨，或いは脱灰標本によってなされている。しかし前者では，組織の徴細

な構造を論ずることが困難であり，また後者で、は，組織本来の姿を観察することが出来ないだけでな

く，組織化学的研究では，脱灰中に各種物質が変質，或いは消失する危険があるため， う蝕に伴う各

種物質の変動を理解するのに，多くの困難が伴うものである。

この意味において，本研究は歯の未脱灰薄切法を工夫し象牙質の連続薄切切片を作製し，これに各

種組織化学的反応を施して，象牙質う蝕がどの部分にどのように始まり，それがどのように拡大して

いくかを観察し，う蝕症の解明への一助たらしめたので、ある。

材料としては，人う蝕歯 184 本を用いた。標本は抜歯直後 80% アノレコーノレに固定し， う蝕病巣を

含めて 1x5X10mm 大に切りおとしアノレゴーノレ脱水した後，エポキ V樹脂中で 38 0C， 48 時間重合

し，これをユング社製K型ミクロトームで約 6μ の厚さに薄切したものである D なお，従来用いら

れている研磨および脱灰標本を作製し，それらの所見とも比較検討した口組織化学的染色反応として

は， う蝕病巣の形態学的ならびに層別的な観察に Mallory-Heidenhain 氏染色を用い，一方無機塩の

ための反応として， Alizarin red S, Hematoxylin, Heller-Steinberg 氏の~隈銀法;多糖類の反応

として， Alcianblue, Thionin, PAS反応;蛋白質の反応として， Bromphenol blue, DDD 反応;脂



.. 
質の反応として， Sudan black B 反応を実施したのである。

その結果の大要は，以下の如くである o Mallory-Heidenhain 氏法で私達の工夫した薄切標本を染

色すると，その組織構造を詳細に観察することが出来るだけでなく，組織学的ならびにその染色性の

相違から，う蝕病巣は明らかに三層に区別することが出来る口すなわち，う蝕病巣の深部で正常象牙

質と接し，その初期病像を示す部分は，肉眼的には勿論，顕微鏡的にも変化をみとめないが，正常象

牙質とその染色性を異にしており(第 1 層)，この層に続いて，正常象牙質の構造が崩壊されつつある

層があり(第 2 層)，最表層の無定形な，いわゆる崩壊層がこれに続く(第 3 層)。いま，これら各層

の組織化学的所見を要約すると，大要下記の如くであるD

象牙質う蝕の初期の変化(第 1 層)として，歯細管周囲基質 (peritubular area) の無機塩の溶失，

象牙線維ならびにその周囲基質の酸性粘液多糖類の解重合，および象牙線維ならびに象牙基質の脂質

の反応の増強が認められ，ついで，う蝕の進行に伴い(第 2 層)，基質の無機塩は漸次溶失し，酸性粘

液多糖類も完全に解重合されるが，脂質の反応および蛋白質の反応は基質に強い陽性反応を認める。

また，う蝕による象牙質の崩壊が著しい最表層では(第 3 層)，それが口腔に直接接しているため，唾

液，食物残澄，細菌なぎに由来する外来性の物質によって成績はややあいまいであるが，第 2 層とほ

ぼ同様の組織化学的反応を示しているD

以上の所見から，象牙質う蝕の第 1 歩は，歯細管周囲基質の無機塩の溶失，象牙線維の酸性粘液多

糖類の解重合，および象牙質の脂質の反応の増強に始まるもので，これらの変化が，同時に起るか，

或いはそれぞれ時間的なずれをもって起るかは容易に決定出来ない。しかしながら組織化学的手技を

用いた本研究では，これらの変化はほぼ同時に生ずるもののようであるD なお，初期象牙質う蝕病巣

における蛋白質の反応は，殆んど変化がみられないが，病変の進展に伴い蛋白質の反応が増強してい

たことを附記しておく。

論文の審査結果の要旨

本論文は，人歯象牙質の未脱灰薄切法を工夫し連続薄切切片を作製するとともにこれに各種組織化

学的染色反応を施して，象牙質う蝕病変における無機塩，多糖類，蛋白質，脂質などの崩壊過程を追

求し，検討を加えたものである。その結果，象牙質う蝕病変の初期変化として歯細管周囲基質の無機

塩の溶失，象牙線維の酸性粘液多糖類の解重合，および象牙線維ならびに象牙基質の脂質の変性がほ

とんど同時に認められることを指摘しているO さらに，う蝕病変が進行した象牙質では基質の無機塩

が溶失するばかりでなく，酸性粘液多糖類も完全に解重合されるのに反して，象牙質基質の脂質およ

び蛋白質の反応が強陽性を示した口

なお，象牙質う蝕病巣の層別的な観察には，従来の方法と異って Mallory-Heidenhain 氏染色法に

より，その組織学的変化ならびに染色性の相違によって 3 層にわけで観察している点は極めて興味深

。
、
.1v 

要するに，本論文は従来困難視されていた象牙質を未脱灰のままで薄切し，組織化学的に，う蝕によ

-352-



る無機塩ならびに有機質の崩壊過程を系統的に観察したもので，う蝕の本態を解明する一つの手掛り

を与えたものである。従ってその業績は歯学の進歩発展に寄与するばかりでなく，学位論文としても

充分価値あるものと思われる。
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